
令和８年度ＤＸ協働モデル事例創出プロジェクト実施業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事要旨(第２次審査) 

項目 内容 

１ 日時 令和８年８月３日９時 30 分から 11 時 50 分まで 

２ 場所 ＷＥＢ 

３ 出席委員 

商工労働局地域経済支援担当部長 

総務局ＤＸ推進課長 

商工労働局イノベーション推進チーム担当課長 

商工労働局中小企業支援課長 

商工労働局経営革新課担当課長 

４ 議題 
令和８年度ＤＸ協働モデル事例創出プロジェクト実施業務公募型プロポー

ザルに係る第２次審査（プレゼンテーション審査）について 

５ 担当部署 商工労働局経営革新課 

６ 開催方法 オンライン（Zoom） 

７ 議事内容 

第２次審査に進んだ３者の中から、第２次審査の結果のみで最優秀提案

者を決定することとし、選定委員会において、プレゼンテーション審査を

行い、最も得点が高い提案者を最優秀提案者として選定した。 

Ｅ社：株式会社サーキュレーション 

Ｆ社：ＮＴＴ西日本株式会社中国支店（グループ企業体） 

Ｇ社：株式会社エル・ティー・エス 

 

各選定委員の主な評価・選定理由については、次のとおりである。 

【Ｅ社】 

・ テーマ設定に具体性が見えず、業界団体へのアプローチ手法も明確で

ない。参加企業集めの段階で苦戦するのではないか。 

・ 趣旨を理解し、支援団体を活用した手法、磨き上げなど、具体的かつ

効果的な手法が提案されている。商工会などの関係機関を活用したワ

ークショップなど実行的な取組が描けている。自由提案も多角的で効

果が期待できる。 

・ 課題やニーズの把握方法や支援機関との連携について整理された提

案となっており、全体として本業務の着実な実施が期待できる内容で

あった。一方で、想定されるテーマ設定については、他提案と比較し

てやや不足していた。 



・ テーマ設定の背景・課題等、取組が具体的な内容の説明等がないため、

成果達成の可能性の判断が困難である。 

・ 課題の設定や検証仮説の設定、また本格展開の判断基準の明確化、プ

ロ人材も活用した充実したプロジェクト実施体制などについては、高

く評価できる。一方で、プロジェクトに取り組むテーマについて、も

っと深掘りした仮説の説明が欲しかった。 

【Ｆ社】 

・ 昨年度の実績を踏まえ、よく練られた提案となっているが、どのテー

マにおいても、対象事業者は既に一定のデジタル化実績や人員の余裕

がある企業を想定しているように見える。また、自社製品を使った実

証内容であり、実証終了後の顧客づくりの企図が強く感じられる。 

・ 地域ネットワークを活用した確実な事業者発掘・選定プロセスの具体

化はわかりやすい。テーマごとに入念なデータに基づく手法検討やＫ

ＰＩなどとともに、詳細のロードマップができている。それを実行に

移す推進力がかなり必要になる。 

・ 本業務の実績を踏まえた課題分析に加え、具体的かつ実現可能性の高

いテーマ設定や実施内容が提案されていた。また、本業務の実効性向

上につながる自由提案も盛り込まれており、着実な業務遂行が期待で

きる提案であった。 

・ 取組内容等が具体的であり、成果検証はできているものとして評価す

る。なお、目標設定も少し高い設定になっている等について、自走化

等の実現性に不安を感じる。 

・ 販路・観光・物流の３つにテーマを絞っているが、前年度の取組を踏

まえた各プロジェクトの具体的な内容が示されており、課題分析、ワ

ークショップの実施や実証など、効果的な事業の運営が期待できる。 

【Ｇ社】 

・ テーマごとの実施内容の設定が現実的。実行段階のランニングコスト

を抑える工夫や、小規模事業者向けではあるが一歩先へのチャレンジ

要素が見えるのも良い。一方で、参加事業者の手間も大きいことが予

想されるため、参加事業者をどこまで呼び込めるか、脱落させない仕

組みも含めて、想定している以上の工夫が必要になるのではないかと

思う。 

・ テーマごとの業界団体と連携することで、動員の再現性と確実性を担

保している点が評価できる。各フェーズのまとめが非常にわかりやす

く、具体的な成果を描くことができる。協働の概念を示すキャッチコ

ピーは目を引く。 



・ 地域課題や小規模事業者等のニーズを踏まえた具体的なテーマ設定

に加え、協働プロジェクトの実施体制についても具体的に提案されて

おり、本業務の着実な実施が期待できる提案であった。 

・ 横展開が期待できるチャレンジ性の高い独自の取組の提案であり、成

果目標の達成や効果も期待できるものと評価する。 

・ ４業界に対する課題分析と解決策が整理され、また、法務・セキュリ

ティ講座といった自由提案など高く評価できる。なお、本県の他事業

とテーマが重複している部分があるため、調整を要する点に留意が必

要である。 

 


